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なんぶ議会だより　第 81号３ なんぶ議会だより　第 81号 ２

新委員会構成 新 議長・副議長あいさつ

本会議場の議席配列で構成しています

監 査 委 員

米　澤　睦　雄
景　山　　　浩
白　川　立　真
井　原　啓　明
秋　田　佐紀子

景　山　　　浩
真　壁　容　子
仲　田　司　朗
荊　尾　芳　之

景　山　　　浩 仲　田　司　朗

南部町・伯耆町
清掃施設管理組合議会

南 部 箕 蚊 屋
広域連合議会

西部広域行政
管理組合議会

後期高齢者医療
広域連合議会

【その他委員名簿】

⑥ 滝山克己
かつみたきやま かたらおよしゆき ひろあきいはらまなぶかとう あきた さきこさこだ みつお

議会運営
◎総務経済
予算決算

⑤ 荊尾芳之

○総務経済
　予算決算

　

④ 加藤　学

　総務経済
予算決算
○広報

③ 﨏田光雄

　議会運営
○民生教育
　予算決算
◎広報

② 井原啓明

総務経済
予算決算
広報　　

① 秋田佐紀子

民生教育
予算決算
広報　　

○予算決算
広報

民生教育
予算決算

◎議会運営
総務経済
予算決算

副議長
総務経済
予算決算
広報広報

○議会運営
民生教育
　◎予算決算

総務経済

　

議会運営
　◎民生教育
　予算決算

⑫ 板井　隆
たかしいたい なかだ しろう よしふみみかも しらかわたつみ

⑪ 仲田司朗 ⑩ 三鴨義文  ⑨ 白川立真 ⑧ 長束博信  ⑦ 米澤睦雄

ひろしかげやま ようこまかべ

⑭ 景山　浩

議　長
民生教育
予算決算

⑬ 真壁容子

議会運営
民生教育
予算決算

広報　

委員会構成を紹介します新

【常任委員会（任期2年）】
○予算決算常任委員会（定数 14人）
○総務経済常任委員会（定数   7人）  
○民生教育常任委員会（定数   7人） 
○広 報 常 任 委 員 会（定数   8人） 

議 長・副 議 長【任期4年】
議会運営委員会（定数 6人）
     　　　　　 【任期2年】

◎ 委員長　○ 副委員長
○印は議席番号

ひろのぶながつか むつおよねざわ

任期満了に伴う議会選挙で、新議員の顔ぶれが決まりま
した。11月８日に開催された初臨時議会において、議長
をはじめ委員会構成が決まりました。

長束　博信
副議長

　こ
の
た
び
、
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
長
束
博
信
で
ご
ざ
い
ま

す
。
職
責
の
重
大
さ
を
認
識
し
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　南
部
町
が
誕
生
し
て
20
年
に
な
り

ま
す
が
、
15
年
以
上
も
前
か
ら
叫
ば

れ
て
い
た
少
子
高
齢
化
は
全
国
で
も

顕
著
と
な
り
、
こ
の
南
部
町
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
少
子
高
齢

化
か
ら
派
生
す
る
様
々
な
問
題
、
課

題
に
つ
い
て
私
た
ち
議
員
は
真
剣
に

議
論
を
重
ね
な
が
ら
良
い
結
論
を
導

き
、
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
く
と
共

に
町
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
南
部
町
を
目
指
し
、
創
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
意
味
で
は
行
政
へ
の
監
視
、

政
策
提
言
、
町
民
の
意
向
な
ど
議
長

が
先
頭
に
立
っ
て
進
め
る
議
会
運
営

を
全
力
で
支
え
な
が
ら
町
政
発
展
に

鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長
挨
拶

景山　　浩
議　長

　前
期
に
引
き
続
き
、
再
び
議
長
の
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
景
山
浩
で
ご
ざ
い

ま
す
。
二
回
連
続
し
て
無
投
票
と
な
っ
た

選
挙
後
と
い
う
こ
と
で
、
前
期
に
増
し
て

責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　前
期
は
「
開
か
れ
た
議
会
」
、
「
政
策

提
案
能
力
を
有
す
る
議
会
」
を
目
標
に
掲

げ
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
就
任
早
々
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、

議
会
活
動
に
も
大
き
な
制
約
が
生
じ
る
と

い
う
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
今
期
は
再
度

こ
の
二
つ
の
目
標
を
掲
げ
直
す
と
と
も

に
、
議
員
定
数
や
議
員
報
酬
の
問
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　い
よ
い
よ
少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少

に
伴
う
各
種
問
題
が
現
実
に
私
達
に
降
り

か
か
る
社
会
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
立
ち
向
か
う
べ
き
課
題
と
議
会
と
し

て
の
責
任
を
明
確
に
認
識
し
、
議
会
運
営

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
長
挨
拶



一般会計令和５年度
決　算

９月定例議会報告

令和５年度一般会計決算の採決結果（〇賛成 ×反対）

主な事業

令和５年度一般会計歳入歳出決算

　令和６年９月定例議会は、９日（月）から27日（金）までの19日間の会期
で開催された。令和5年度決算に基づく健全化判断比率、資金不足比率や法人
の経営状況についての報告と令和5年度一般会計、特別会計の決算をはじめ、
令和６年度一般会計、病院事業会計の補正予算、条例の一部改正等、合計
16議案のすべてを認定・可決した。
　また、請願１件を不採択、陳情１件については採択とした。

9月定例議会

で認定

歳入  82億9478万円
議会費

8386万円
（1.0%）

総務費
20億761万円
（24.9%）

民生費
25億2157万円
（31.2%）

民生費
25億2157万円
（31.2%）

衛生費
10億560万円
（12.5%）

農林水産業費
５億8522万円
（7.3%）商工費

１億4235万円
（1.7%）

土木費
３億9310万円
（5.4%）

土木費
３億9310万円
（5.4%）

消防費
4945万円
（0.6%） 教育費

６億3875万円
（7.7%）

教育費
６億3875万円
（7.7%）

災害復旧費
0円

（0%） 公債費
６億4131万円
（7.8%）

公債費
６億4131万円
（7.8%）

歳出
（目的別）

（前年対比3.6％減）
歳出  80億6992万円

（前年対比4.6%増）
分担金及び負担金
7163万円
（0.9%） 繰越金

２億9531万円
（3.6%）
諸収入

１億725万円
（1.3%）

繰入金
２億9883万円
（3.6%）

繰入金
２億9883万円
（3.6%）

使用料及び手数料
1億8178万円
（2.2%）

地方交付税
38億473万円
（45.9%）

国庫支出金
９億1627万円
（11%）

国庫支出金
９億1627万円
（11%）

県支出金
6億3199万円
（7.6%）

県支出金
6億3199万円
（7.6%）

町債
５億7020万円
（6.9%）

町債
５億7020万円
（6.9%）

地方消費税等各種交付金
3億6598万円
（4.3%）

町税
10億5080万円
（12.7%）

討
論

反対
●農業支援について、認定農業者や農業
　法人に手厚く、小規模農業者への支援
　が少ないと感じる。
●これまで、一貫して学校給食の無償化
　を主張した。近隣の町村では無償化を
　実施している。
●住民の命、暮らしを守る施策になって
　いない。公共料金を引き下げ、住民の
　生活を守るべきであった。
●移住定住には支援があるが、住み続け
　ている住民に対する支援策が足りない。
●統合保育園の場所の問題、統合の是非、
　民間移管への財政を含めた不信感が否
　めないので、反対する。

賛成
●決算報告では、執行率がおおむね70％を超えるもの
　であった。執行率が低い事業に様々な媒体で周知し
　てほしい。
●自主財源が少ないなかで、給食完全無償化は出来な
　いが多子世帯（第３子以降）については無償と
　なった。
●農業施策はイネカメムシ対策、農業機械の支援等十
　分とは言わないが対応している。
●保育園建設は、すみれ保育園は水害対策、さくら保
　育園は施設の老朽化から計画され、統合となった。
　民営保育園では公定価格によって運営費が交付され
　不足分は超過負担となるが、民間移管が有利と思う。
●各基金が目減りしていると感じている。予算の編成
　や執行には十分な配慮を申し添え、賛成する。

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○令和５年度一般会計歳入歳出の認定
議員名（議席番号順）

自主財源

歳入

依

存財源

コロナ禍と物価高騰対策で住民の生活を支援！
　コロナ後の町の再生・再活を目指した決算！

公共交通 統合保育所予定地（天万） 塵芥処理

五色ヶ丘

たすかーど

なんぶ議会だより　第 81号５ なんぶ議会だより　第 81号 ４５

賛成多数

例年ながら、町税他自主財源が乏しく、厳しい中での決算であった。
自主財源 24.2％ 依存財源 75.8％

8806万円
950万円
6285万円

1億1405万円
1億2705万円
4390万円
859万円
4036万円
2468万円
3242万円

3億5942万円
3713万円
7833万円

1億3078万円

〇公共交通対策事業（路線バス補助、町営ふれあいバスの運行）
〇移住・定住促進対策（新婚子育て世代賃貸住宅家賃助成事業他） 
〇地域振興交付金事業（７地区の地域振興協議会の運営交付金）
〇地域活性化ポイント導入事業
（町内限定地域通貨たすかーど導入、町民に１万ポイント附与） 
〇低所得者に対する食料品等価格高騰緊急支援助成事業 
〇住民税非課税世帯に対する光熱費助成事業 
〇統合保育所整備事業（保育所建設の用地測量、不動産鑑定料）
〇上水道事業（基本料金６カ月分の減免）
〇新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業（追加接種）
〇マイナンバーカード交付事業（町民の利便性向上）
〇光ファイバー整備事業（引込工事、CATV撤去工事）
〇学校体育館照明LED化事業（小中学校体育館）
〇農地耕作条件改善事業（五色ヶ丘果樹団地の基盤整備）
〇塵芥処理費
 （一般廃棄物の収集・処理、南部・伯耆町清掃施設焼却場の負担金）



なんぶ議会だより　第 81号７ なんぶ議会だより　第 81号 ６

令和６年度南部町一般会計補正予算は歳入歳出に4億816万円を追加して87億9282万円とする。

一般会計補正予算
９月定例議会報告

全会一致で可決
賛成多数で可決 特別会計決算会計報告

議案第51号 後期高齢者医療特別会計

討
論

反対 後期高齢者で保険料を
払っている加入者の中

には年金だけが収入の人がいる。し
かし、年金が上がらない中では支払
い保険料の負担が大きい。

賛成 ・令和４年で概算すると、
後期高齢者医療は全体で

18兆4000億円。国の負担は８兆円、
現役時代の負担が７兆円、加入者負担が
３兆円。窓口支払いが３兆4000億円。
・本人負担は原則１割となる。これは大
変良い制度である。

　コロナ関連の診療報酬上の特
例措置、各種補助金がなくなっ
た。コロナ感染症５類移行後、
患者数は若干伸びている。様々
な経費節減に努めたが、給与改
定による人件費も増加し、赤字
決算となった。

病院事業､在宅生活支援事業

墓苑事業特別会計
太陽光発電事業特別会計
病院事業会計
在宅生活支援事業

会計名（決算） 歳入（万円） 歳出（万円） 差引額（万円）
128

7,281
229,091
4,226

119
7,004

235,647
4,570

14
276

△6,556
△344

特別会計決算認定の討論

議案第57号 水道事業特別会計

討
論

反対 ・水道料金は公共料金であり、現在の物
価高騰の時は引き下げるべきものである

との立場から反対する。
・追加の理由として、来年度から農業集落排水事業特
別会計、浄化槽事業特別会計、公共下水道事業特別会
計が公営企業会計となる。公営企業会計となった場合、
一般会計から繰り入れが認められなくなるが、引き続
き、今まで通りの繰り入れが行われることを求める。

賛成 ・町民の経済対策として、水道使用量の
基本料金６か月間減免をしました。使用料

未収入の2870万円は町の一般財源から補填された。
・電気代ほか経費の高騰で動力費が増加したものの、
純利益は1724万円であった。
・水道管の老朽化によって更新工事も進め、自然災
害時に重要なライフラインを守る事業も対処してい
るので賛成する。

令和５年度 特別事業会計決算の認定採決結果（〇賛成 ×反対）

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
農業集落排水事業特別会計
浄化槽整備事業特別会計
公共下水道事業特別会計
水道事業会計歳入歳出

会計名(決算)　／
議員名（議席番号順）

歳入
（万円）

歳出
（万円）

差引額
（万円）

135,992
18,057
20,896
6,048
18,607
21,885

132,934
17,789
17,607
5,089
16,755
19,689

2,158
267
3,289
958
1,852
2,196

真
壁

亀
尾

細
田

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

米
澤

滝
山

荊
尾

加
藤

﨏
田

××

○○○○○○○○○

×

○ ××

○○○○○○○○○

×

○ ××

○○○○○○

×

○○

×

○ ××

○○○○○○

×

○○

×

○ ××

○○○○○○

×

○○

×

○ ××

○○○○○○○○○

×

○

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○議案第62号　一般会計補正予算
議員名（議席番号順）

討
論

反対 ・新たに建てる保育園の費用の総額につ
いて、多くの人から高すぎると聞いてい

る。
・今回の補正予算は４億800万円のうち３億円が保育
園の統合事業である。この内約２億円を保育園整備事
業債（公共施設等適正管理推進事業債）に使うとある
が今の計画で本当に良いのか。
・保育園を伯耆の国へ民間移管する根拠が浅い。定員
が90人減っているのに事業総額も建物規模も大きく
なっている。

賛成 ・賃金も上がり、物価が高騰すれば建設
費も当初予算より増額しなければならな

い。補正予算は妥当と考える。
・統合保育所整備事業で２億1100万円、道路拡幅
工事で8000万円になっている。令和６年度の当初
計画から用地測量、建設設計、土地取得などの計画
が組んであった。補正予算はこれらを予算化したも
のであり問題はない。
・保育園を民間移管して運営すれば、町からの支援
金が明瞭になり費用が安くなると思う。

議案第65号
鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議

賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○議案第65号 鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議
議員名（議席番号順）

討
論

反対 ・改正内容は健康保険証をやめて資格確
認証を発行することであるが、実態はマ

イナンバーカードの普及であり、後期高齢者医療を考
えたことではない。
・新聞報道等でマイナ保険証にかんするトラブルが報
道されている。個人情報保護にも問題がある。

賛成 ・高齢者にとっては大変だが紙保険証を
廃止することでIT化が進む。次世代へ向

けての対策としてのこと。
・「被保険者証及び資格証明書」を「資格確認証
等」に変更するだけのものだ。国の方針であり、変
更は必要である。

請願６号
健康保険証の廃止をしないように求める請願 賛成少数で否決

陳情７号  イネカメムシ被害に対する陳情 全会一致で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

×××××××××

○

×

請願６号 健康保険証の廃止をしないように求める請願
議員名（議席番号順）

討
論

反対 ・マイナンバーカードの申請は任意なの
に紙の保険証がなくなればマイナ保険証

を作らなければならなくなる。国が行っていることは
矛盾している。
・紙の保険証をやめてマイナ保険証にすると国は決め
たが、議事録が残っていない。国の一連のマイナ保険
証を普及させる方法に問題がある。

賛成 ・５年間は資格確認書が発行される。医
療を受ける体制は整う。

・マイナンバーカードの普及により医療歴や処方薬
の確認が出来て、適切な医療を受けることができる。
・利用者の視点から見れば、国はマイナ保険証を持
たなくても今まで通りに医療機関を受診できるよう
にしている。この点が一番大事である。



一般質問

なんぶ議会だより　第 81号９ なんぶ議会だより　第 81号 ８

１
月
１
日
能
登
半
島
地
震
で

新
潟
県
を
含
め
９
月
１
日
付

け
で
関
連
死
含
め
３
６
０
人
も
の
犠

牲
者
が
出
た
。
７
月
に
は
山
形
県
、

秋
田
県
で
記
録
的
豪
雨
に
よ
る
最
上

川
の
氾
濫
で
集
落
の
水
没
・
冠
水
及

び
警
察
官
を
含
む
犠
牲
者
多
数
。
８

月
に
は
日
向
灘
地
震
で
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
発
令
な
ど
南
部
町
も

例
外
で
な
く
、
い
つ
災
害
が
発
生
す

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
防
災
へ
の

備
え
が
必
須
。

震
度
６
ク
ラ
ス
以
上
の
地
震
が

発
生
し
た
時
の
対
応
は
ど
う
か
。

災
害
時
配
備
職
員
参
集
体
制

第
２
号
配
備
で
全
職
員
を
参

集
し
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
災

害
状
況
の
現
状
把
握
と
県
や
関
係
機

長
束 防

災
の
備
え

Ｑ 

震
度
６
以
上
の
地
震
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か

Ａ 

全
職
員
参
集
と
災
害
対
策
本
部
設
置
で
初
動
対
応

長束博信 議員
ながつか ひろのぶ

認
知
症
に
対
す
る
南
部
町
の

取
組
み
を
支
え
推
進
す
る
体

制
は
ど
う
か
。
ま
た
、
主
に
実
施
し

て
い
る
計
画
は
何
か
。

取
組
み
体
制
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
と
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
２
名
が
中

心
で
推
進
。
主
な
事
業
は
百
歳
体
操

を
利
用
し
た
介
護
予
防
、
認
知
症
検

査
、
見
守
り
カ
ー
ド
の
事
前
登
録
、

認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任
補

償
保
険
、
認
知
症
カ
フ
ェ
、
家
族
の

つ
ど
い
運
営
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

要
請
講
座
、
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
訓
練
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

認
知
症
基
本
法
が
１
月
１
日

施
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
従

い
取
組
み
強
化
と
し
て
何
か
実
施
し

て
い
る
か
、
今
後
は
ど
う
か
。

基
本
法
は
基
本
的
事
項
と
し

て
８
項
目
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
み
で
目
的
達
成
で
き
る
と

考
え
る
。
今
後
は
、
若
年
性
認
知
症

の
方
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

現
在
の
認
知
症
登
録
者
数
と

増
加
す
る
想
定
数
は
ど
う
か
。

ま
た
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

８
月
末
で
18
名
の
登
録
。
厚

労
省
の
推
計
を
参
考
に
南
部

町
を
試
算
す
る
と
２
０
３
０
年
に
７

３
１
人
、
２
０
４
０
年
に
６
７
８
人

と
な
る
。
認
知
症
の
支
え
手
が
減
少

し
て
い
く
の
で
疾
病
予
防
が
大
切
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う

共
生
と
予
防
す
る
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

認
知
症
施
策

Ｑ 

取
組
み
を
推
進
す
る
体
制
は

Ａ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
と
地
域
支
援
推
進
員

長
束

長
束

町
長

町
長

町
長

長
束

背
景

令和６年９月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

30

30

30

30

30

30

30

30

30

１
2
1
2
3
1
1
2
1
2
3
1
1
2
3
１
2
1
2
3

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

防災の備え
認知症施策
統合保育園
キャッシュレス事業
スポーツ大会の活用
高齢化社会の対応
祐生出会いの館の利活用
なんぶ創生総合戦略
生活支援の実施
風力発電計画
学校給食費無償化の実施
西伯病院の経営状況
物価高騰対策
放課後に勉強する場所
農業者支援
町立保育園の維持
人口減少時代の自治体政策
地域共生社会の実現
統合保育所の運営
教育施策

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

長束　博信

荊尾　芳之

三鴨　義文

板井　　隆

亀尾　共三

仲田　司朗

加藤　　学

真壁　容子

細田　元教

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

町
長

関
と
連
携
し
情
報
収
集
、
初
動
対
応

を
図
る
。

（
会
計
年
度
任
用
職
員
は
参
集
に
含

ま
な
い
）線

状
降
水
帯
に
よ
る
氾
濫
で

集
落
の
浸
水
や
法
勝
寺
庁
舎

も
浸
水
す
る
場
合
は
ど
う
か
。

賀
祥
ダ
ム
や
朝
鍋
ダ
ム
に
よ

る
緊
急
放
流
や
山
間
地
か
ら

の
雨
水
に
よ
る
氾
濫
に
関
す
る
事
前

情
報
の
発
信
と
避
難
行
動
を
促
し
、

命
を
守
る
行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。

庁
舎
の
浸
水
に
対
し
非
常
用
電
源
を

か
さ
上
げ
し
、
想
定
さ
れ
る
浸
水
に

も
72
時
間
電
源
供
給
が
継
続
で
き
る

対
応
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
業
務
継

続
不
可
の
場
合
は
天
萬
庁
舎
へ
の
移

転
を
想
定
し
て
い
る
。

更
に
西
伯
病
院
も
浸
水
す
る

場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

立
地
場
所
は
50
㎝
未
満
の
浸

水
予
想
で
あ
り
、
自
家
発
電
、

受
水
槽
、
２
階
以
上
の
機
能
に
影
響

は
無
い
と
判
断
し
て
い
る
。
発
電
機

の
燃
料
は
７
日
間
程
度
の
医
療
機
器

稼
働
や
空
調
な
ど
院
内
機
能
を
確
保
。

ま
た
、
入
院
患
者
へ
の
非
常
食
と
し

て
３
日
分
備
蓄
し
て
い
る
。

長
束

長
束

町
長

町
長

７月

月
木
月
金
火～水
水
木
土
月

火

金

1
4
8
12

16～17
17
18
20
22

23

26

日 曜日 会議･行事

西部町村議会　正副議長局長合同研修会
広報常任委員会②
西部町村議会議長会　７月定期総会
広報常任委員会③
地方行政調査
議会全員協議会
広報常任委員会④
原水爆禁止国民平和大行進　南部町通過式
鳥取県町村議会　女性議員研修会
鳥取県町村議会　広報研修会
日本海政経懇話会　７月西部特別例会
反核・平和の火リレー　南部町通過式

９月

月

火
水
木

金

火
水
木
金
火

水

水

金

9

10
11
12

13

17
18
19
20
24

25

26

27

日 曜日 会議･行事

議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
議会改革調査特別委員会
総務経済常任委員会
民生教育常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
議会全員協議会
広報常任委員会①
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議

議会活動日誌

８月

木
月
水
月
火～水

木

金
火
水
木

1
5
7
19

20～21

22

23
27
28
29

日 曜日 会議･行事
西部町村議会議長会　正副会長打合せ
鳥取県町村議会議長会　８月期役員会
南部箕蚊屋広域連合議会　議会運営委員会
西部町村議会議長会　自治功労者表彰式・議員研修会
鳥取県町村議会議長会　役員会行政調査
議会運営委員会
日本海政経懇話会　８月例会
南部町伯耆町清掃施設管理組合議会　定例会
南部箕蚊屋広域連合議会　定例会
西部広域行政管理組合議会　臨時会
１村２町下水道協議会　総会

８月

木
月
水
月
火～水

木

金
火
水
木

1
5
7
19
20～21

22

23
27
28
29

日 曜日 会議･行事
西部町村議会議長会　正副会長打合せ
鳥取県町村議会議長会　８月期役員会
南部箕蚊屋広域連合議会　議会運営委員会
西部町村議会議長会　自治功労者表彰式・議員研修会
鳥取県町村議会議長会　役員会行政調査
議会運営委員会
日本海政経懇話会　８月例会
南部町伯耆町清掃施設管理組合議会　定例会
南部箕蚊屋広域連合議会　定例会
西部広域行政管理組合議会　臨時会
１村２町下水道協議会　総会



人
生
１
０
０
歳
時
代
と
も
い

わ
れ
、
地
方
で
の
高
齢
化
は

想
定
を
超
え
る
状
況
で
推
移
し
て
き

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
地
方
で
は
従
来
の

よ
う
に
助
け
合
い
や
「
自
分
た
ち
で

出
来
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
」
と

い
っ
た
独
自
対
応
は
限
界
が
来
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
人
と
人
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な

り
、
集
落
の
自
治
会
機
能
が
低
下
し

て
き
た
今
、
高
齢
化
し
た
住
民
が
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
政
に
期
待
し
、

皆
さ
ん
が
暮
ら
し
や
す
い
町
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
に
は
何
が
必
要
か
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
考
え
る
時
期
に

来
て
い
る
と
思
う
。
町
の
考
え
を
問

う
。

４
年
間
、
最
近
の
推
移
に
つ

い
て
問
う
。

①
65
歳
以
上
の
人
口

②
高
齢
化
率

③
空
き
家
の
変
遷

④
町
営
バ
ス
の
利
用
状
況

⑤
免
許
返
納
者
の
推
移

⑥
耕
作
放
棄
地
の
推
移

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
町
全
体
で
４
９
２
人
が
減

少
し
て
い
る
中
で
プ
ラ
ス
６
人
に

な
っ
た
。

②
高
齢
化
率
は
37
・
29
％
か
ら
39
・
16
％

と
約
２
％
上
昇
し
た
。

③
空
き
家
の
変
遷
は
平
成
27
年
度
が

１
８
０
軒
だ
っ
た
も
の
が
、
令
和
５

年
度
の
調
査
で
２
８
４
軒
と
な
り
８

年
間
で
約
１
０
０
軒
増
加
し
た
。

④
町
営
バ
ス
の
利
用
状
況
は
令
和
２

年
度
に
約
３
万
８
千
人
だ
っ
た
も
の

が
令
和
５
年
度
に
は
２
万
８
千
人
と

大
き
く
減
少
し
た
が
、
こ
れ
は
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
と
タ
ク
シ
ー
運
行
に
移

行
す
る
過
渡
期
で
あ
っ
た
た
め
の
利

用
者
減
と
考
え
て
い
る
。

⑤
免
許
返
納
者
の
推
移
は
毎
年
約
40

人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

⑥
耕
作
放
棄
地
の
推
移
で
は
４
年
間

で
約
１
万
６
千
㎡
22
・
７
％
が
増
え

て
い
る
。ど

の
数
値
を
見
て
も
、
高
齢

化
を
含
め
、
町
の
将
来
に
お

い
て
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
傾
向
ば
か

り
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

へ
の
生
活
支
援
施
策
は
ど
の
様
な
こ

と
が
さ
れ
て
き
た
か
。

町
営
バ
ス
も
タ
ク
シ
ー
型
運

行
に
移
行
し
、
バ
ス
停
も
増

や
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
介
護
予
防
を
目
的
に
し
た
「
い
き

い
き
百
歳
体
操
」
や
買
い
物
支
援
と

し
て
移
動
販
売
車
で
の
移
動
ス
ー

パ
ー
「
お
ま
か
せ
く
ん
」
も
昨
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
南
部
と
丸
合

が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
「
買
い
物

代
行
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
、
地
域
の
買

い
物
弱
者
を
支
援
し
て
い
る
。

「
高
齢
者
の
方
が
出
来
な
く

な
っ
た
悩
み
事
」
「
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
運
搬
」
、
「
野

良
猫
の
増
加
」
な
ど
、
小
さ
な
こ
と

だ
が
、
町
も
何
ら
か
の
支
援
策
を
考

え
て
欲
し
い
。

　
農
業
の
後
継
者
や
高
齢
化
も
将
来

を
見
据
え
る
と
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

町
の
考
え
は
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
は
、
地

域
農
業
を
維
持
し
て
い
く
に

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
で
話
し
合
い
相
談
す
る
、
そ

こ
に
行
政
が
出
か
け
て
相
談
に
の
っ

て
い
く
そ
う
し
た
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
。

　
ま
た
、
働
け
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、

地
域
に
若
い
人
を
呼
び
込
ん
で
、
手

伝
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
地
域
と
の
関

係
人
口
を
求
め
て
い
く
。
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さ
く
ら
・
つ
く
し
統
合
保
育
園

Ｑ 

県
道
の
冬
場
の
凍
結
問
題
は

Ａ 
重
点
要
望
箇
所
と
し
て
県
に
陳
情
す
る

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

統
合
保
育
園
の
建
設
に
関
わ

る
古
墳
調
査
や
農
振
除
外
、

農
地
転
用
等
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
は
、
試
掘

調
査
が
完
了
し
、
本
調
査
は

不
要
と
な
っ
た
。
農
振
除
外
及
び
農

地
転
用
の
手
続
き
は
、
段
階
を
追
っ

て
進
み
、
鳥
取
県
農
業
会
議
の
委
員

会
に
て
意
見
聴
取
を
受
け
、
12
月
に

県
か
ら
農
振
除
外
と
農
地
転
用
の
本

許
可
を
受
け
る
予
定
だ
。

保
育
園
の
建
設
場
所
を
決
定

す
る
際
に
課
題
と
な
っ
て
い

る
項
目
に
つ
い
て
の
現
状
を
問
う
。

県
道
の
寺
内
か
ら
消
防
出
張

所
間
の
冬
場
の
凍
結
問
題
は
、

県
道
管
理
者
に
早
朝
及
び
夜
間
の
重

点
的
な
除
雪
作
業
や
凍
結
防
止
剤
の

散
布
を
強
化
す
る
こ
と
を
お
願
い
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
道
路
の
中
心
線
の
改
良
工

事
や
歩
道
新
設
工
事
に
つ
い
て
重
点

要
望
箇
所
と
し
て
県
に
陳
情
を
し
て

い
る
。

　
次
に
町
道
大
安
寺
線
の
道
路
改
良

は
、
統
合
保
育
園
へ
の
主
要
道
路
で

あ
り
、
幅
員
が
２
．
５
ｍ
と
狭
く
、

車
両
の
擦
れ
違
い
が
困
難
な
た
め
道

路
拡
幅
工
事
を
計
画
し
て
い
る
。
規

模
は
、
保
育
園
ま
で
２
車
線
、
全
長

１
３
４
ｍ
で
幅
員
７
ｍ
に
加
え
、
保

育
園
側
に
片
側
歩
道
を
設
け
た
形
で

改
良
工
事
を
す
る
。

　
ま
た
、
清
水
川
地
内
の
国
道
バ
イ

パ
ス
か
ら
県
道
へ
の
右
折
車
両
の
対

応
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
場
は
見
通

し
も
良
く
右
折
専
用
レ
ー
ン
が
設
け

て
あ
る
た
め
、
現
在
は
ス
ト
レ
ス
な

く
安
全
に
通
行
は
可
能
だ
と
考
え
る

た
め
現
状
で
い
き
た
い
。

荊
尾

地
域
通
貨
「
た
す
か
ー
ど
」

の
導
入
状
況
の
推
移
に
つ
い

て
問
う
。令

和
５
年
11
月
に
30
店
舗
で

ス
タ
ー
ト
し
た
「
た
す
か
ー

ど
事
業
」
は
、
そ
の
後
２
店
舗
が
加

わ
り
32
店
舗
と
な
っ
た
が
、
現
在
は

８
店
が
脱
退
さ
れ
加
盟
店
は
24
店
舗

の
状
況
だ
。

た
す
か
ー
ど
の
使
用
環
境
の

部
分
で
、
必
要
経
費
の
支
援

は
出
来
な
い
か
、
事
業
を
継
続
す
る

上
で
の
課
題
は
何
か
、
利
用
者
の
利

用
額
は
ど
う
か
に
つ
い
て
問
う
。

町
民
の
皆
様
に
１
万
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
た
令
和
５
年
11

月
か
ら
２
月
ま
で
の
利
用
者
数
は
、

月
５
千
人
以
上
、
利
用
額
は
月
平
均

３
千
万
円
以
上
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
全
町
民
へ
の
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

が
な
く
な
っ
た
３
月
以
降
の
利
用
者

数
は
月
平
均
６
０
０
人
程
度
、
利
用

額
は
月
平
均
８
７
０
万
円
程
度
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自

ら
現
金
を
チ
ャ
ー
ジ
し
て
の
利
用
者

は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
。
７
月
か
ら
毎
月
第
３
金
曜

日
に
現
金
チ
ャ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
５
倍

デ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
利
用
者
を
増

や
す
に
は
、
カ
ー
ド
利
用
で
き
る
店

舗
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

事
業
実
施
し
て
い
る
商
工
会
と
連
携

し
て
、
店
の
経
営
者
の
声
を
聞
き
な

が
ら
必
要
な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

　
た
す
か
ー
ど
は
、
町
内
限
定
の
地

域
通
貨
で
、
利
用
は
町
内
店
舗
に
限

ら
れ
る
が
、
業
種
は
限
定
し
て
お
ら

ず
、
小
売
店
、
飲
食
店
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
、
病
院
な
ど
幅
広
い
業
種

で
利
用
が
で
き
る
点
が
特
徴
だ
。
人

口
減
少
の
中
で
も
町
内
の
買
い
物
環

境
が
存
続
し
、
将
来
に
も
身
近
な
地

域
で
買
い
物
が
で
き
る
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業

Ｑ 

事
業
推
進
の
た
め
必
要
経
費
へ
の
支
援
策
は

Ａ 

経
営
者
の
声
を
聞
き
支
援
策
を
検
討
す
る

町
長

町
長

荊
尾

町
長

荊
尾

町
長

荊
尾

高
齢
化
社
会

Ｑ 

高
齢
者
支
援
を
町
は
ど
う
考
え
て
い
る
か

Ａ 

地
域
に
若
者
を
呼
び
込
ん
で
関
係
人
口
を
求
め
て
い
く

三鴨義文 議員
みかも よしふみ

三
鴨

町
長

町
長

町
長

三
鴨

背
景

三
鴨
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生
活
支
援
の
実
施

Ｑ 

上
下
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

Ａ 

引
き
下
げ
は
現
実
的
で
な
い

亀尾共三 議員
かめお きょうぞう

最
近
の
物
価
の
値
上
が
り
は
、

毎
日
の
生
活
に
大
き
な
負
担

だ
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
住
民
に
恩
恵
の

あ
る
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
は
急
務

で
は
な
い
か
。
上
下
水
道
料
金
を
引

き
下
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

水
道
料
金
は
、
令
和
５
年
度

末
時
点
で
１
億
１
千
万
円
以

上
の
累
積
赤
字
に
な
っ
て
い
る
状
況

だ
。
給
水
収
益
は
、
人
口
減
等
で
減

少
、
一
方
、
燃
料
費
や
資
材
等
の
高

騰
、
老
朽
化
施
設
更
新
等
の
工
事
費

の
増
で
経
営
の
悪
化
も
予
想
さ
れ
る
。

水
道
料
金
の
値
下
げ
は
現
実
的
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か

ら
公
営
企
業
会
計
と
し
て
運
営
し
て

い
る
。
現
状
の
収
支
は
、
こ
れ
ま
で

の
特
別
会
計
同
様
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
で
収
支
を
保
っ
て
お
り
、

現
行
の
下
水
道
料
金
だ
け
で
は
経
営

が
で
き
な
い
。
上
水
道
同
様
今
後
経

費
増
が
み
こ
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
下
げ
は
現
実
的
で
は
な
い
。

　
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
中

長
期
的
な
収
支
を
見
据
え
な
が
ら
、

適
正
な
運
営
と
な
る
よ
う
料
金
の
見

直
し
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
ツ
ケ

を
回
さ
な
い
、
先
送
り
を
し
な
い
健

全
な
形
で
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

亀
尾

学
校
給
食
の
無
償
化

Ｑ 

学
校
給
食
の
無
償
化
を

Ａ 

国
で
そ
の
方
向
を
模
索
す
べ
き

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
引
き

続
き
求
め
る
。
無
償
化
の
た
め

の
予
算
は
い
く
ら
と
み
て
い
る
の
か
。

令
和
６
年
５
月
時
点
で
の

児
童
数
は
、
小
学
校
４
６

６
人
、
中
学
校
２
６
５
人
で
、
予
算

額
は
約
４
５
０
０
万
円
必
要
と
試
算

し
た
。

無
駄
を
削
減
し
て
、
学
校
給

食
費
に
回
せ
な
い
か
。

教
育
は
未
来
へ
の
投
資
と
思

う
が
、
そ
こ
に
は
優
先
順
位

が
あ
る
と
思
う
。
生
活
困
窮
者
へ
の

制
度
も
あ
る
。
一
自
治
体
の
問
題
で

は
な
く
、
国
で
そ
の
方
向
を
模
索
す

べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

亀
尾

町
長
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祐
生
出
会
い
の
館

Ｑ 

安
部
朱
美
氏
の
常
設
展
示
を

Ａ 
面
積
的
に
不
十
分
で
あ
る
と
思
う

な
ん
ぶ
創
生
総
合
戦
略

Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題

Ａ 

住
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
仕
掛
け
づ
く
り
の
構
築

板井　隆 議員
いたい たかし

人
形
創
作
作
家
の
安
部
朱
美

さ
ん
の
知
人
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
作
品
を
将
来
的
に
常
設
展
示
、
保

存
管
理
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
。

　
安
部
氏
の
故
郷
は
、
緑
水
湖
の
湖

底
と
な
っ
た
地
で
生
ま
れ
育
っ
て
い

る
。
人
形
の
作
品
が
地
域
愛
の
ル
ー

ツ
を
持
っ
た
芸
術
作
品
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
祐
生
出
会
い
の
館
で
保
存

管
理
と
常
設
展
示
が
出
来
な
い
か
と

の
相
談
で
あ
っ
た
。
安
部
さ
ん
の
希

望
は
一
か
所
で
の
収
蔵
、
展
示
を
望

ん
で
お
ら
れ
る
。
無
二
無
三
の
手
を

持
つ
安
部
さ
ん
の
作
品
の
展
示
に

よ
っ
て
、
町
の
宝
に
触
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
の
場
と
な
り
、
町
民
の

心
を
癒
し
、
町
の
名
声
も
大
き
く
な

る
と
思
い
質
問
す
る
。

安
部
さ
ん
の
創
作
人
形
の
評

価
と
収
蔵
、
展
示
は
一
か
所

が
良
い
と
の
提
案
を
ど
う
受
け
止
め

る
か
問
う
。安

部
さ
ん
の
作
品
は
、
日

本
、
世
界
で
称
賛
を
受
け

て
い
る
。
評
価
よ
り
後
世
に
残
し
て

い
く
べ
き
町
の
大
切
な
宝
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
作
品
を
収
蔵
管
理
、

展
示
の
場
所
は
一
か
所
で
あ
る
こ
と

は
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
祐
生
出
会

い
の
館
の
収
蔵
施
設
と
し
て
は
、
各

種
機
能
の
老
朽
化
、
面
積
的
に
不
十

分
で
あ
る
と
思
う
。

文
化
財
団
を
立
ち
上
げ
、
創

作
人
形
を
維
持
管
理
、
展
示

の
考
え
を
問
う
。

文
化
財
団
は
文
化
芸
術
基

本
法
に
基
づ
き
地
方
公
共

団
体
が
検
討
後
に
設
立
さ
れ
る
。
財

政
と
存
続
意
義
等
、
厳
し
い
時
代
の

な
か
、
文
化
財
団
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が

進
む
な
か
、
地
方
創
生
を
加

速
さ
せ
、
そ
の
現
実
を
通
し
て
、
町

が
輝
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
な
ん
ぶ

総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
、
10
年
が
経

過
し
た
。地

域
振
興
協
議
会
の
成
果
と

課
題
、
今
後
の
深
化
に
つ
い

て
問
う
。地

域
振
興
協
議
会
が
設
立
さ

れ
17
年
が
経
過
し
た
。
成
果

と
し
て
、
住
民
主
体
の
地
域
活
動
の

組
織
が
で
き
た
。
課
題
と
し
て
、
人

口
が
減
少
し
て
も
、
住
民
が
豊
か
に

暮
ら
し
続
け
る
仕
掛
け
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
。

生
涯
活
躍
の
町
づ
く
り
を
進

め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
成
果
と

課
題
。

な
ん
ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
な
ん
ぶ
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
そ
れ
ぞ
れ
が
、

町
生
涯
活
躍
の
町
づ
く
り
に
邁
進
し

て
い
る
。

　
か
け
が
え
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
人
材
確
保

と
育
成
で
あ
り
、
共
同
、
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

背
景

板
井

板
井

板
井

板
井

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

背
景

町
長

教
育
長

亀
尾

現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
は
、

配
慮
書
、
準
備
書
、
評
価
書

の
順
に
進
め
ら
れ
、
各
段
階
で
住
民

等
へ
の
情
報
公
開
と
意
見
聴
取
が
行

わ
れ
る
。今

後
広
域
的
に
協
議
し
、
計

画
の
断
念
を
せ
ま
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
で
は
、
第
一
段
階
の
配
慮

書
と
第
二
段
階
の
方
法
書
の

提
出
時
点
で
、
南
部
町
全
域
が
里
地

里
山
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
鳥
取
県
知
事
に
対
し
、
豊
か

な
自
然
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

や
、
自
然
の
景
観
を
損
な
う
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
へ
の

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
反
対
す
る

意
見
を
出
し
て
い
る
。

亀
尾

町
長

亀
尾

町
長

大
型
風
力
発
電

Ｑ 

計
画
の
断
念
を
せ
ま
る
べ
き
で
は

Ａ 

本
町
へ
の
設
置
に
は
反
対
の
意
見
を
出
し
て
い
る

安部朱美さんの創作人形
風力発電

あ

　べ 

　

  

あ
け
み



放
課
後
に
勉
強
を
す
る
場
所
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

勉
強
す
る
場
所
は
自
宅
が
基

本
で
あ
る
。
キ
ナ
ル
な
ん
ぶ

や
い
こ
い
荘
、
天
萬
庁
舎
な
ど
で
バ

ス
を
待
つ
間
、
勉
強
す
る
こ
と
は
有

効
な
使
い
方
だ
と
考
え
る
。

天
萬
庁
舎
に
勉
強
が
で
き
る
場

所
が
新
た
に
必
要
で
は
な
い
か
。

天
萬
庁
舎
を
放
課
後
に
勉
強

の
た
め
に
利
用
す
る
子
ど
も

ム
シ
対
策
の
状
況
を
伺
い
な
が
ら
、

今
年
度
の
効
果
検
証
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
支
援
策
を
検
討
す
る
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害
が
昨

年
並
み
に
出
た
場
合
、
国
に

必
要
な
支
援
を
求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

今
年
度
の
被
害
対
策
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
想
定
で
回
答

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
引
き
続
き
、

県
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
対
策
を

進
め
て
い
く
。

療
、
看
護
を
提
供
で
き
る
病
院
の
こ

と
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
は
既
に
５
か
月

を
経
過
し
て
い
る
が
、
今
後

の
経
営
状
況
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
度

の
経
営
強
化

プ
ラ
ン
実
績
の
評
価
を
踏
ま
え
、
各

部
門
で
分
析
を
行
い
、
目
標
達
成
に

向
け
て
、
ス
タ
ー
ト
を
し
て
い
る

が
、
本
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
、
そ

れ
を
上
回
る
給
与
改
定
や
物
価
高
騰

に
よ
る
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
経
営
強
化
の
取
組
と
し
て
、
令
和

５
年
度
に
総
務
省
の
経
営
・
財
務
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
活
用
し
、
派
遣

を
受
け
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助

言
を
得
、
病
床
機
能
の
転
換
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
８
月
に
一
般
病
床
５

床
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
転
換

し
、
20
床
と
し
医
業
収
益
約
６
０
０

万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
年
の
４
月
か
ら
、
整
形
外

科
の
医
師
が
常
勤
か
ら
非
常

勤
に
な
り
、
大
学
か
ら
水
曜
日
半
日

診
療
と
な
り
リ
ハ
ビ
リ
室
が
充
実
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。整

形
外
科
の

医
師
が
非
常

勤
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
毎
日
診
療
し

て
い
た
が
、
大
学
か
ら
の
派
遣
を
含

め
て
、
週
３
日
と
な
っ
た
。
本
来

は
、
常
勤
で
の
配
置
が
望
ま
し
い
。

引
き
続
き
医
師
の
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
。経

営
に
対
す
る
町
の
操
出
基

準
外
の
支
援
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。町

か
ら
病
院
に
対
し
て
は
繰

り
出
し
基
準
に
基
づ
い
て
、

対
象
経
費
の
内
、
医
療
収
入
を
も
っ

て
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
相
当
す
る
額
を
一
般

会
計
か
ら
毎
年
度
繰
り
出
し
て
お

り
、
令
和
５
年
度
決
算
額
と
し
て

は
、
他
の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
、
約

６
億
８
０
０
万
円
を
補
助
金
と
し
て

交
付
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
操

出
基
準
外
と
い
っ
た
も
の
は
、
そ
れ

相
応
の
事
情
が
な
い
限
り
、
繰
り
出

さ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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全
国
的
に
見
て
、
毎
月
生
活

用
品
の
値
上
げ
が
続
い
て
い

る
。
５
月
に
私
的
に
取
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
回
答
の
60
％
が
物
価
高

騰
で
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
と
な
っ

て
い
る
。

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
水
道

料
金
の
基
本
料
金
の
減
免
を

求
め
る
。物

価
高
騰
は
水
道
事
業
経
営

に
も
影
響
は
大
き
く
、
燃
料

費
や
資
材
の
高
騰
で
経
営
コ
ス
ト
が

増
加
し
て
い
る
。
今
後
の
水
道
事
業

の
見
通
し
と
し
て
は
、
維
持
管
理
費

の
増
加
及
び
老
朽
施
設
の
更
新
に
十

分
な
資
金
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
水

道
料
金
の
基
本
料
金
の
減
免
は
考
え

て
い
な
い
。

今
年
の
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
発

生
状
況
は
鳥
取
県
西
部
全
域

か
ら
鳥
取
県
中
部
へ
広
が
り
、
当
初

の
予
想
よ
り
大
き
い
。
今
年
は
防
除

事
業
が
あ
る
。
昨
年
は
水
田
活
用
交

付
金
で
被
害
を
あ
る
程
度
カ
バ
ー
で

き
た
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害
は
来

年
も
続
く
と
思
う
。
イ
ネ
カ

メ
ム
シ
防
除
事
業
を
継
続
す
る
考
え

は
な
い
か
。

生
産
者
や
生
産
団
体
を
は
じ

め
、
関
係
団
体
の
イ
ネ
カ
メ

農
業
者
支
援

Ｑ 

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
防
除
事
業
の
継
続
を

Ａ 

今
年
度
の
効
果
を
検
証
し
て
か
ら
検
討
す
る

加
藤

加
藤

加
藤

物
価
高
騰
対
策

Ｑ 

水
道
の
基
本
料
金
の
減
免
を
求
め
る

Ａ 

減
免
は
考
え
て
い
な
い

放
課
後
に
勉
強
す
る
場
所

Ｑ 

天
萬
庁
舎
に
新
た
に
勉
強
が
で
き
る
場
所
を

Ａ 

今
の
席
数
で
対
応
で
き
る

加藤　学 議員
かとう まなぶ

背
景

町
長

町
長

一般質問

仲田司朗 議員
なかだ しろう

西
伯
病
院

Ｑ 

西
伯
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
実
効
性
は

Ａ 
実
績
の
評
価
を
踏
ま
え
、目
標
達
成
に
向
け
取
組
中

令
和
５
年
３
月
に
西
伯
病
院

経
営
強
化
プ
ラ
ン
、
中
長
期

経
営
戦
略
（
令
和
５
年
度
か
ら
令
和

９
年
度
）
が
作
成
さ
れ
、
５
ヵ
年
計

画
に
沿
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
決
算
に
よ
れ
ば
、

単
年
度
赤
字
６
５
５
６
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
そ
の
原
因
は
何
か
。

今
年
度
赤
字
決

算
と
な
っ
た
主

な
要
因
は
、
医
業
収
益
の
内
入
院
収

益
の
減
、
医
業
外
収
益
の
内
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
入
院
病
床
確
保
事

業
等
補
助
金
の
減
と
分
析
し
て
い

る
。
令
和
５
年
５
月
８
日
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
感
染

症
法
上
５
類
感
染
症
へ
の
位
置
づ
け

に
移
行
し
、
診
療
報
酬
上
の
特
例
措

置
が
終
了
し
、
一
般
病
棟
の
入
院
単

価
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、
入
院

収
益
は
前
年
度
比
３
４
４
２
万
円
の

減
。
医
業
外
収
益
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
入
院
病
床
確
保

事
業
で
７
１
７
６
万
円
減
少
し
た
。

在
宅
療
養
支
援
病
院
と
し
て

３
６
５
日
対
応
可
能
な
訪
問

診
療
、
24
時
間
訪
問
看
護
の
提
供
が

必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

西
伯
病
院
は
令

和
５
年
12
月
に

認
定
を
受
け
た
。
在
宅
療
養
支
援
病

院
と
は
、
患
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
療
養
生
活
を

送
る
よ
う
、
24
時
間
往
診
が
可
能
な

体
制
を
確
保
し
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
よ
り
24
時
間
の

訪
問
看
護
の
提
供
が
可
能
な
体
制
を

確
保
し
、
緊
急
時
に
在
宅
で
療
養
さ

れ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
直
ち
に
入
院

で
き
る
な
ど
、
必
要
に
応
じ
た
医

仲
田

仲
田

仲
田

仲
田

町
長

背
景

病
院
事
業
管
理
者

仲
田

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
者

背
景

町
長

は
多
く
な
い
。
１
階
の
８
席
、
３
階

の
12
席
、
天
萬
図
書
館
内
の
10
席
で

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
天
萬
庁
舎
の
利
用
状
況
を
見
る
と
、

土
日
や
帰
宅
後
に
集
ま
り
勉
強
よ
り

ゲ
ー
ム
に
熱
中
す
る
、
あ
る
い
は
走

り
回
っ
た
り
、
大
声
を
上
げ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
、
使
用
ル
ー
ル
を
指

導
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
今
後
、
部
活
の
あ
り
方
の
変
化
や

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
状
況
が
変

わ
り
、
勉
強
に
利
用
す
る
子
ど
も
た

ち
が
多
く
な
れ
ば
、
会
議
室
等
を
勉

強
す
る
場
所
と
し
て
開
放
す
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
。

加
藤

町
長

加
藤

町
長
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一般質問

地
域
共
生
社
会

Ｑ 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

Ａ 

生
活
支
援
が
包
括
的
に
提
供
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

２
０
４
０
問
題
で
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
現

状
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
の
充
実

と
高
齢
者
に
は
社
会
保
障
や
介
護
の

充
実
は
大
変
重
要
な
施
策
と
な
っ
て

い
る
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策

に
つ
い
て
問
う
。

高
齢
者
が
住
み
な
慣
れ
た
地

域
で
、
自
分
ら
し
く
、
自
立

し
た
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
医
療
、

介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い
の
生
活
支

援
が
包
括
的
に
提
供
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
の
推
進
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

地
域
振
興
協
議
会
の
更
な
る

発
展
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

協
議
会
の
展
望
に
つ
い
て
、

現
在
、
島
根
大
学
と
の
共
同

研
究
で
、
各
区
長
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

方
向
性
を
検
討
し
て
い
る
。

医
療
と
福
祉
の
連
携
と
施
策

に
つ
い
て
問
う
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

進
め
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
個
別
の
課
題
か
ら

地
域
の
課
題
を
把
握
し
て
、
健
康

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
連
携
事
業
を
進

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

統
合
保
育
所
の
私
立
運
営
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
問
う
。

多
様
な
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
、
伯
耆
の

国
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
保
育
に
係
る
収
支
が

明
確
に
な
り
、財
政
面
で
も
優
位
で
あ
る
。

公
立
保
育
園
の
運
営
費
に
つ

い
て
国
は
地
方
財
政
措
置
を

講
じ
て
い
る
か
問
う
。

政
府
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
っ
て
、
地
方
交
付
税
の
一

般
財
源
化
が
行
わ
れ
た
。
財
源
の
自

由
化
が
増
し
た
一
方
で
、
国
の
交
付

額
の
分
析
が
難
解
に
な
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

町
長

町
長

細
田

細
田

細
田

細
田

細田元教 議員
ほそだ もとのり

町
長

細
田

町
長

町
長

細
田

統
合
保
育
所

Ｑ 

運
営
に
つ
い
て

Ａ 

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る

Ｑ 

魅
力
あ
る
教
育
施
策

Ａ 

若
者
を
町
の
人
材
と
し
て
育
む
社
会
教
育
の
充
実

教
育
施
策

保
育
園
運
営
費

Ｑ 

町
が
示
し
た
金
額
の
２
倍
は
需
要
額
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は

Ａ 
需
要
額
ベ
ー
ス
で
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
、
保
育

士
採
用
の
柔
軟
性
を
う
た
っ

た
町
立
保
育
園
の
指
定
管
理
だ
が
、

こ
こ
に
き
て
保
育
士
不
足
が
保
護
者

か
ら
も
指
摘
さ
れ
、
不
安
を
抱
か
せ

て
い
る
。
園
児
の
安
全
が
最
も
重
要

な
保
育
園
で
の
保
育
士
不
足
は
、
園

の
存
立
へ
の
影
響
も
及
ぼ
し
か
ね
な

い
。

町
の
歳
出
削
減
を
理
由
と
し

て
現
指
定
管
理
保
育
園
の
統

廃
合
・
民
間
移
管
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
で
、
今
起
こ
っ
て

い
る
保
育
士
不
足
が
解
消
す
る
と
は

到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

　
子
育
て
の
財
源
を
削
る
町
に
未
来

は
な
い
。

　
民
間
の
方
が
町
財
政
に
有
利
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

平
成
16
年
度
か
ら
、
保
育
運

営
費
補
助
金
が
地
方
交
付
税

算
入
と
な
り
、
分
析
が
難
解
に
な
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
と
と
も
に
実
際

の
経
費
に
対
し
交
付
額
は
少
な
い
も

の
と
整
理
し
て
い
る
。

　
一
方
で
民
間
は
公
定
価
格
の
算
定

方
法
に
基
づ
き
給
付
さ
れ
る
こ
と
か

ら
経
費
に
対
し
確
実
に
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
民
間
移
管
の
方
が

財
政
的
に
有
利
と
考
え
て
い
る
。

町
立
に
は
、
需
要
額
で
１
億

２
３
０
０
万
円
と
い
う
数
字

が
出
た
が
、
前
議
会
の
答
弁
で
「
こ

の
数
字
は
誤
り
で
は
な
い
が
そ
れ
が

す
べ
て
で
は
な
い
」
と
町
長
の
弁
で

あ
っ
た
が
ど
う
い
う
意
味
か
。

あ
く
ま
で
も
試
算
だ
。
議
員

の
係
数
も
確
か
に
そ
う
だ
が

私
た
ち
が
出
し
た
結
果
も
確
か
だ
。

思
い
は
同
じ
に
な
ら
な
い
が
、
私
立

の
方
が
運
営
費
は
安
い
と
私
た
ち
は

そ
う
思
っ
て
い
る
。

数
字
が
違
う
と
い
う
根
拠
で

言
え
ば
、
４
園
の
公
定
価
格

は
い
く
ら
と
み
て
い
る
か
。

４
園
の
公
定
価
格
は
２
億
５

８
５
７
万
円
と
試
算
し
て
い

る
。

町
が
出
し
た
４
園
の
需
要
額

は
１
億
２
３
０
０
万
円
、
国

が
示
し
た
公
定
価
格
で
は
２
億
５
８

５
７
万
円
と
２
倍
の
差
が
あ
る
。

　
町
長
は
「
交
付
税
は
い
く
ら
か
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
が
、
そ
の
根
拠

と
な
る
需
要
額
は
令
和
４
年
度
で
保

育
園
の
需
要
額
が
含
ま
れ
る
社
会
福

祉
費
は
５
億
５
６
０
０
万
円
と
台
帳

に
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
保
育
園

費
で
あ
り
、
こ
こ
に
公
定
価
格
相
当

分
が
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

こ
れ
で
対
比
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

需
要
額
ベ
ー
ス
で
は
確
か
に

そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
思

う
。
若
干
で
は
あ
る
が
民
間
園
の
方

が
有
利
と
い
う
こ
と
だ
。

４
園
の
う
ち
２
園
が
民
間
に

な
っ
た
場
合
、
町
に
入
る
地

方
交
付
税
は
い
く
ら
減
額
さ
れ
る
と

み
て
い
る
か
。

試
算
し
て
い
な
い
。

交
付
税
が
試
算
で
き
な
い
と

な
る
と
、
現
在
の
指
定
管
理

料
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

積
み
上
げ
で
計
算
し
て
い

る
。

そ
れ
で
は
町
の
超
過
負
担
も

把
握
し
な
い
の
か
。

超
過
負
担
額
に
つ
い
て
は
現

在
わ
か
ら
な
い
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真壁容子 議員
まかべ ようこ

町
長

町
長

背
景

背
景

　
私
の
ポ
リ
シ
ー
は
福
祉
と

教
育
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
全
国
大
会
は

南
部
町
独
自
の
教
育
に
名
を
は
せ
た
と

思
う
。
他
に
な
い
ロ
ー
カ
ル
メ
ニ
ュ
ー

で
教
育
施
策
を
つ
く
れ
ば
、
魅
力
を
感

じ
て
越
境
入
学
を
生
む
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
と
思
う
。
教
育
長
の
今
後
の
教

育
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

細
田

　
本
町
で
は
保
育
と
の
連

携
を
含
め
た
小
中
一
貫
し

た
学
校
教
育
と
、
義
務
教
育
卒
業
後
の

若
者
を
町
の
人
材
と
し
て
育
む
社
会
教

育
が
一
体
と
な
り
、
地
域
と
共
に
歩
む

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
学
校
教
育
に
お

い
て
は
、
様
々
な
諸
課
題
を
克
服
す
べ

く
、教
育
施
策
を
講
じ
る
考
え
で
あ
る
。

教
育
長

全国コミュニティスクール研究大会
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井原 啓明 さん
ひろあきいはら

　10
月
に
町
議
会
一
般
選
挙

が
あ
り
、
議
長
、
副
議
長
以

下
、
全
委
員
会
メ
ン
バ
ー
も

刷
新
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
議
会
だ
よ
り
の
作

成
が
広
報
常
任
委
員
会
の
新

メ
ン
バ
ー
で
の
初
仕
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　南
部
町
議
会
や
町
政
の
情

報
な
ど
町
民
の
皆
様
に
お
伝

え
し
、
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
頂
け
る
よ
う
分
か
り
や

す
い
議
会
だ
よ
り
の
作
成

を
お
こ
な
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　新
メ
ン
バ
ー
が
決
定
し
た

後
か
ら
議
会
だ
よ
り
の
作
成

の
た
め
に
発
行
が
遅
れ
た
こ

と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

   

（
﨏
田
）

あ
と
が
き

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　
　
　﨏
田

　光
雄

　副
委
員
長

　
　
　加
藤

　
　学

　委

　員

　
　
　
　景
山

　
　浩

　
　
　
　
　
　
　
　板
井

　
　隆

　
　
　
　
　
　
　
　白
川

　立
真

　

　
　
　
　
　
　
　
　長
束

　博
信

　
　
　
　
　
　
　
　井
原

　啓
明

　
　
　
　
　
　
　
　秋
田
佐
紀
子

新たに町議会議員に挑戦する二人を取材しました。

南部町福成（66歳）
元南部町農業委員
元法勝寺中学校ＰＴＡ会長

秋田 佐紀子 さん
さ  き  こあきた

南部町武信（63歳）
鳥取大学医療技術短期大学看護学科卒
西伯病院に39年間勤務

町議会議員になる前は何をしていましたか？Q１

任用になって取り組みたいことは何ですか？Q２

保育園の問題、会計年度任用職員の問題、風力発電の
問題、クリーンセンターの問題などなど、町政を
チェックすることに取り組みたい。

健康診断の受診率引き上げ。
健康診断を受けていれば防げる病気がある。介護予防
のためにも受診率引き上げに取り組みたい。また、人
の命と暮らしを守ることとして防災全般について取り
組みたい。

目の前にある「課題」
に挑戦しないと後悔
する性格。
西伯町訪問看護ステー
ションの立ち上げの
時、訪問看護ステー
ションが社会福祉協
議会へ移行する時、
西伯病院で訪問看護
を立ち上げる時、通
所リハビリテーショ
ンを立ち上げる時な
ど、目の前の課題に
取り組んできた。

歌うことが好きで60歳で退職した際、原発反対戦争反
対の路上ライブをしたかったがなかなか踏み出せずに
いた。そんな時に市民連合の人と知り合った。
これをきっかけに毎週金曜日中国電力前、毎月３日米
子市文化ホール前でライブ活動を４年間やってきた。


